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令和 7年（2025年）11月 26日 
 

2025年度熊本博物館冬季特別展 

「八雲とセツ 家族の物語」の開催について 

 
熊本博物館では、本市で 3年を過ごした小泉八雲と小泉セツ、その家族に関する展覧

会「八雲とセツ 家族の物語」を開催します。 

つきましては、担当学芸員による本展の開催趣旨や展示の見どころ等をご紹介する、

報道機関向け内覧会を開催しますので、下記のとおりお知らせします。 

 

【報道機関向け内覧会について】 

１ 開催日時  令和 7年（2025年）12月 1日（月）14:00～ 

２ 場所    熊本博物館 （熊本市中央区古京町３－２） 特別展示室 1・2・3 

３ 内容     「八雲とセツ 家族の物語」の開催に伴い、担当学芸員が本展の 

開催趣旨や展示の見どころ等を解説します。 

４ 取材にあたっての留意点 

（１）車でお越しの際は事前にご一報のうえ公用車置場をご利用ください。 

（２）当日は休館日ですが、職員は在館しております。 

 

【2025年度熊本博物館冬季特別展「八雲とセツ 家族の物語」について】 

１ 開催期間  令和 7年（2025年）12月 2日（火） 

～令和 8年（2026年）2月 15日（日） 

２ 場所    熊本博物館 特別展示室 1・2・3 

３ 観覧料   大人 1000円、シニア（65歳以上）900円、高・大学生 700円 

         小・中学生 500円 

４ その他   本展開催を記念した記念イベントも開催されます。 

詳細は別添チラシをご覧ください。 
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◆開館時間：9：00～17：00（入場は16：30まで）
◆休館日：月曜休館（祝日の場合は翌日が休館）     ※年末年始12/29（月）～1/3（土）休館

◆観覧料：【大人】1,000円（前売900円）、【シニア（65歳以上）】900円（前売800円）
　　           【高・大学生】700円（前売600円）、【小・中学生】500円（前売400円）
　　            ※未就学児・障がい者手帳をお持ちの方は無料です。※特別展の他に常設展示もご覧いただけます
　　　              ※お得な前売りチケットは、右記でお求めくださいー熊日プレイガイド、熊日販売センター（取次のみ）、GETTIISチケットサービス

◆お問い合わせ：熊本博物館  TEL 096-324-3500
主催：八雲とセツ展実行委員会（熊本博物館／熊本日日新聞社）
後援：国立大学法人熊本大学、熊本県教育委員会、NHK熊本放送局、エフエム熊本、FM791、小泉八雲熊本旧居保存会、熊本八雲会、熊本アイルランド協会、熊本県博物館協議会、熊本国際観光コンベンション協会

熊本博物館 特別展示室１・２・３

2025 冬期特別展

熊本博物館（熊本市）×小泉八雲記念館（松江市）　２館連携開催
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セツの英単語帳
八雲愛用の煙管

八雲愛用のスーツと帽子

八雲愛用のトランク

長男・一雄への英語教育資料

親子向け

担当学芸員が特別展の解説を行います

1月17日（土）・1月18日（日）　
1０：００～、14：００～

（各回30分程度）
申込：不要　費用：無料

（特別展観覧料が必要）

家
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小泉八雲記念館 島根県松江市奥谷町322　
TEL: 0852-21-2147

「小泉セツ‐ラフカディオ・ハーンの妻として生きて」【第2期】
2025年6月13日（金）～2026年9月6日（日）

連携開催館と展覧会の紹介
●バス 「桜町バスターミナル」  または  「市役所前」
　下車、徒歩15分
●熊本城周遊バス  （しろめぐりん）  で 「博物館・旧
　細川刑部邸前」 下車
●熊本市電 「杉塘」 下車、徒歩5分
●専用駐車場はありません。 一番近い駐車場は、
　三の丸駐車場（有料）です。

12月2日火～2月15日日  毎週金曜14：45～

1891年11月19日小泉八雲来熊初日の星空を再現。
八雲とセツたちのエピソードとともに星空の解説を行います。

プラネタリウム「八雲の見た星空」

【会場】熊本博物館　　【申込】不要
【費用】無料（博物館入場料及びプラネタリウム観覧料が必要）
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【会場】パレアホール（熊本市中央区手取本町8-1）　
【定員】先着300名　　【費用】無料

※お問合せ TEL：096-361-3383（実行委員会 熊日事業部内）

※お申込みは
　二次元コードから

12月13日土  13：30～16：00

記念イベント１

【講師】 小泉 　凡氏（小泉八雲記念館長）
　　　 小泉 祥子氏（同館学芸企画ディレクター）

特別展記念講演会
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